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P − 259　 子宮内膜症 ラ ッ ト実験 モ デ ル に お け る

natural　kiUer（NK ）活性 と妊孕能の 検討
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疫能 の 意義 につ い て
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【目的】妊婦の末梢血 NK 活性 は低下 して お り、 妊

娠維持に 有利で あ る と考え ら れ る一方 、 わ れ わ れ

は こ れま で に 、 不妊 症の 原因とな る子宮内膜症 の

病巣組織が NK 活性抑制物質 を産生 して お り 、 そ

の 物質が 子宮内膜症患者 の 末梢血 NK 細胞 サ ブ セ

ッ b の分化 に抑制的影響を与え て い る こ とを報告

し た 。 今回 わ れ わ れ は 、NK 活性に 関 する 子宮内

膜症 と妊娠 との 闇に 見 られた dlscrepancyに関 して

ラ ッ ト実験モ デ ル を用い て検討 した 。

【方法】  実験 モ デ ル は 、
7 週齢 の Wister系 ラ ッ ト

の 右子宮角を部分切除 し、子 宮 内膜 を分離 して 腹

壁に 自家移植 した 。 竝照は 内膜 の 代わ り に脂肪組

織を自家移植 した 。   モ デ ル 作製後 4週以降で開

腹 し、子宮 内膜 の生着を確 認後 、 脾 臓か ら リ ン パ

球を分離 した 。 分離 した リ ン パ 球を effecter　cell
、

K562 細胞 Ve　target　cell と して 、
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に よ り NK 活性を測定 し た 。   実験 モ デ ル 作製後

4 週 で 移植 群お よび対照群そ れ ぞれ 10匹ずつ を雄

と交配させ、分娩 した仔数およ び体重を比較 した 。

また分娩直後 に開腹 し、子宮の 着床部の数 を確認

し た 。 【成績】  内膜 移植 後 4 週 で 移 植 部 に 嚢胞

が 形成 され 、 全例で 生着を認め た 。   移植群 の 脾

細胞 NK 活性は 対照 と比較 して 有意 に低値 を示 し

た。  仔分娩数 と胎仔着床数 と は 一致 し、移植群

の 分娩仔数は 、 対照 と比較 して 有意 に 減 少 して い

た 。 体重 は両群間で 差 は な か っ た 。 【結論】子 宮

内膜症 ラ ッ トモ デ ル に お い て 、 NK 活性が 低下 し

たが妊孕能 も低下 した 。 こ れ よ り子宮内膜症の 発

症に 際 して は実験的 に も NK 活性が低下 す る こ と

が 明らか とな っ たが 、 妊 孕能 の 低下 の 機序 は不明

で あ り 、 NK 活性以 外 の 不妊 発症因子 （各 種 サ イ ト

カ イ ン 等 ）の 存在が 示唆 され た 。

［目的】子宮内膜症合併不妊患者の 異所性子宮内膜

着床部位にお ける局所免疫応答に つ い て免疫組織

学的に検索 しその 意義を検討 した，［方法］不妊の

原因検索の ために腹腔鏡検査を行 い ，さらに病理

組織学的に子宮内膜症 と診断され た4〔｝例を対象と

した．症例はr−AFS 分類で 1期 28例 ，
　 H期 7例 ，

　 rl期

5例で あ っ た．不妊期間は平均4．8± 2．6年で あっ た．

腹腔鏡後の妊娠は16例 （40 ％）に成立 した．浸潤

細胞の 表面マ
ーカー

はパ ラフ ィ ン 切片 より，異所

性な らびに正所性子宮内膜につ い て Pan　T 細胞

（UCHL −1），
　B細胞 （L −26），

ヘ ル パ ーT紬胞 （OPD ．4｝，

ラ ンゲル ハ ン ス細胞 （S100蛋自），食紬胞系 （リ

ゾチーム ）を免疫組織学的に染色 し比較検討した．

また8例で異所性子宮内膜の 凍結切片を作製し主要

組織適合抗原 （MHC ）の 発現 とナチ ュ ラル キラ ー

（NK ）細胞の 浸潤の 程度に つ い て も検討を加えた，

［成績】正所性お よび異所性子宮内膜に浸潤 して い

る細胞の ほ とんどはT 細胞であ っ た、1期及び ll期で

T細胞が異所性子宮内膜に正所性子宮内膜より著

明に多く浸潤 して い たの は 5例 （1期4例，H期 1例）

の み で あっ た ，その 中で 2例に妊娠が成立 した．

Pan　T細胞とヘ ル パーT細胞の 出現頻度に は正の 相

関関係が あ っ た．B細胞お よび食細胞系細胞はほ

とん ど認 め なか っ た．凍 結切片に よ る 検索で はNK

紬胞は局所に はほとんど浸潤 して お らず ， MHC で

は ク ラ ス1抗原の 発現は認めずク ラ ス 蹴 原 は 25％

に認めた ．【結論】異所性子宮内膜の
一

部にMHC ク

ラスH抗原 を認めたが ， 多くは免疫寛容状態にあ

る こ とが推察され た．また異所性子宮内膜にお け

る局所免疫能 と腹腔鏡後 の 妊娠成 立との 間に有意

な関係を指摘で きなか っ た．
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